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【事後研究会の流れ】
①開会あいさつ・講師紹介（２分）
②授業者の自評・意図説明（５分）
③グループごとの意見交換（２５分）
④各グループからの報告（１０分）
⑤講義・指導助言（４５分）
⑥閉会あいさつ（３分）
振り返り

米子市立淀江中学校の実践より

★③意見交換

「授業参観の視点」「授業研究会の内容」「グループ分
け」等のアナウンスをしておきます。また、Classroomの
ストリームに、Canvaのリンクをアップロードし、事後協
議のグループ（A～E）ごとのシートを用意しておきます。
授業参観の視点に沿って、良かった点や改善点などを授業
参観中に書き込んでも、参観後の事後研究会が始まるまで
に書き込んでも良いことにしておきます。

グループごとの意見交換では、書き込まれた付箋を
もとに協議を進めます。他のグループの様子も適宜
参照したり、協議の中で新たな意見が出たら付箋を
加えたりしていきます。端末上だけでなく、出た意
見を基に指導案に書き込みをするなど、先生方一人
一人が自分に合った方法で学びを深めています。

各グループからの報告
では、大型モニターに
該当箇所を拡大して写
したり、それぞれが手
元の端末で確認したり
しながら聞けるように
しています。

★④報告

★振り返り

講義・指導助言を受けた
後、各自がGoogleForms
で振り返りを回答します。
回答された内容は、後日、
研究主任から共有されま
す。

※ Googleアカウント（@g.torikyo.ed.jp）でログインしてください。

西部教育局HPより
校内授業研究充
実のためのポイ
ント（P.7～）
御参照ください。

授業公開後の研究会について、
ICTを効果的に活用しながら
協議を深めている事例を御紹介
します。

授業公開前

◎研究協議をした内容がClassroom上に残るこ
とで、いつでも誰でもどの場所にいても見返
すことができます。

◎端末上で意見を出し合うことで、他のグルー
プで出た意見も参照しながら協議を進めるこ
とができます。

◎校内研究会等の校務で教員が一緒にICTを活用
することで、使い方に慣れ親しむことができ
ます。教員が使い方に慣れることで、授業で
の活用にもつなげていくことができます。

Canvaの使い方については、
「授業支援サイト」を御参照ください。

「教育DX」

「淀江中学校 授業研究会要項より」
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校内授業研究会【学校訪問からの好事例紹介】

ICTを活用した事後研究会について ～Canva（キャンバ）～
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